
１．募集の趣旨

２．施設の概要

３．指定管理期間

４．指定管理業務の概要

　　　・ 施設の予約の受付、使用許可、利用料金の収受、使用の制限等の業務の実施

　　　・ 施設の維持管理、修繕及び各種設備点検等の実施

　　　・ 施設の周知及び新規利用者の誘客並びにリピーターの増加に向けた広報宣伝活動の実施

　　　・ 県の「施設の利用者満足度調査マニュアル」に従って調査を実施し、施設サービスの向上に活用

　　　・奈良県第二浄化センターの運営及び県が施設の活性化等を図るために実施する業務等への協力

　　　・ 年間業務計画書、例月業務報告書、事業実施報告書、サービスの質に関する評価シートの提出

　　　・ 自己評価・原因分析の実施、連絡会議の開催　等

　　　・ 決算書類の提出、帳簿の備え付け、県からの資料等要求への対応　等

敷地面積 ８１，８６４㎡

施設の名称
施設の所在地

施設の目的

奈良県第二浄化センタースポーツ広場
奈良県北葛城郡広陵町萱野１００－１（代表地番）
第二浄化センターの環境を保全し、県民のスポーツ及びレクリエーション活動の振興
を図る。

　○ 広報活動に関するする業務

　○ 自主事業の実施に関するする業務

　○ 利用者満足度調査の実施及び施設サービス向上への活用

　○県が実施する業務への協力

※ 別紙１及び別紙２参照

その他

８，７００㎡

２７，３００㎡

１０，４６４㎡

テニスコート　　 （Ａ） ４，０００㎡ ４面

多目的広場　　 （Ｆ）
駐車場           （Ｈ）

冒険広場　　　　（Ｄ）

１６，８００㎡

ファミリープール（Ｂ）
２５mプール×１
流水プール（スライダー付）×１
ちびっこ・ベビープール×１

面積 施設概要

　○ 施設の利用承認及び利用制限に関する業務

　○ 施設の維持管理に関する業務

２面
１１，４００㎡ 遊具等
３，２００㎡ ２面

約６００台

　指定管理者の行う業務は、有料運動施設の受付等を含むスポーツ広場全体の運営業務及び施設・広
場敷地の点検、整備、清掃等の維持管理業務です。
　スポーツ及びレクリエーションなど施設が持つ様々な機能を十分に発揮させ、指定管理者の創意工夫
により、県民が施設を利用しやすいようにサービスを向上させるものです。

　○ 事業報告書等の提出

　○ その他の業務

奈良県第二浄化センタースポーツ広場指定管理者募集　概要

　奈良県では、住民サービスのさらなる向上と施設の利便性・快適性を高め効率的な運営を図るため、平
成１８年度から奈良県第二浄化センタースポーツ広場について指定管理者制度を導入していますが、令
和４年度末をもって指定期間が終了することから、地方自治法第２４４条の２第３項及び奈良県第二浄化
センタースポーツ広場条例第６条第１項の規定に基づき、指定管理者の募集を行います。

　　　・ 当施設の設置目的の範囲内において自主事業を実施。（応募者は施設が活性化する自主事業を積極的に提案）

令和５年４月１日から令和１０年３月３１日までの５年間

芝生（Ｅ）、管理棟・エントランス（Ｇ）、広場内歩道等

主な施設

スポーツ施設の名称

運動場 　　　　　（Ｃ）

　○ モニタリングの実施



資料４

５．管理に要する経費

　○ テニスコート　　　　　　( )内は現行料金

　○　ファミリープール　　　( )内は現行料金

※ 「小人」とは、学齢に達しない者並びに小学校及びこれに準ずる学校の児童をいいます。
※ 四歳未満の使用料は無料。
※ ２０人以上の団体使用の場合の使用料は、表に定める額の90/100相当額。

 ○ 運動場　　　　　　　　　( )内は現行料金

※ １７時以降に使用する場合、１時間につき、全面使用：１,１５０円（１,１５０円）、半面使用：６２０円（６２０円）

６．選定方法

　  　【 選定項目等は、「資料９」「資料１０」を参照 】

７．応募及び選定スケジュール

　  　※ 別紙３を参照 

８．（参考）指定管理者制度の導入に伴う運営状況

　  　※ 別紙４を参照 

小人
区分

区分

  指定管理者の選定は、学識経験者等外部委員で構成する「奈良県第二浄化センタースポーツ広場指
定管理者選定審査会」において、下記の選定項目に分けて評価を行います。選定審査会で指定管理候
補者を選定した後、知事が予定者を決定し、奈良県議会の議決を経て指定します。

午後
［１３時～１７時］

全日
［９時～１７時］

使用料
午前

［９時～１２時］

半面 １,７７０円
（１,７５０円）

全面

　第二浄化センタースポーツ広場の管理に要する経費は、利用料金収入及び県から支払う委託料によっ
て賄うこととします。このうち、指定期間中に県が支払う委託料の額は、下記に定める額の範囲内で応募
事業者から各年度の希望額の提案を求めます。なお、県からの委託料の具体額は、事業計画書で提示
された額に基づき、指定管理者と県との間で締結する協定書で定めます。

　　指定期間の委託料の上限額　 ５３，６７１千円（５年間の総額。消費税及び地方消費税を含む。）

　県が条例及び規則において定める施設の利用料金は次のとおりです。指定管理者は、この額の範囲
内であらかじめ知事の承認を得て利用料金を設定します。

区分
一面

使用料
１時間につき５６０円　　(560円）

大人

３,１３０円
(３，１００円)

４,７００円
（４,７００円）

２,６１０円
（２,６００円）

７,５３０円
（７,５００円）

４,１８０円
（４,１５０円）

使用料
１人１回につき　４３０円　　（４３０円）

１人１回につき　８８０円　　（８８０円）


